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○第２志望がある場合は【出願学科（第２志望）】で学科を選択してください。
○第２志望がない場合は【出願学科（第２志望）】で「－(第２志望なし)」を選択
してください。

出願内容の入力

５－４ 出願情報を入力する。

○入力フォームの指示にしたがって入力をしてください。

※ となっている部分は入力をしないと申請ができません。

出願情報を入力します。入力する出願情報は、①「単位制による定時制」、②「技能
教育施設との連携措置」、③「通信制」 によって内容が異なります。
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新入学・・・（1）中学校卒業または今年度卒業予定の方
（2）高校に入学したが単位未修得の方
（3）文部科学大臣が中卒程度と認定した方
（4）有朋高校校長が認定した方（資格認定）

編入学・・・高等学校を中途退学した方で、修得単位のある方もしくは高等学校
卒業程度認定試験（高認）合格科目のある方

再入学・・・過去に有朋高校通信制課程に在籍しており、修得単位のある方

○出願学科は技能教育施設に応じた学科を選択してください。
・苫小牧高等商業学校・・・・・・・総合ビジネス科
・北見商科高等専修学校・・・・・・商業科
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出願者情報の入力

○入力する内容は出願する課程によって異なります。
※本マニュアルでは、通信制の入力画面で説明をしています。
（【 】内の番号が課程によって異なります。）

○ミドルネームは、下記の例のとおり【７】姓の欄に記入してください。
例 John Thomas Smith → スミス・トーマス

○【７】姓、【８】名はカタカナで入力してください。

○システム外字等を入力して進むとエラーが表示されます。
※システム外字等…Windowsシステム外字（環境依存文字）及びユーザ独自に
作成した外字
（参考 https://www.harp.lg.jp/public/caution.html ）

※使用できる漢字は、JIS第１水準、第２水準までです。
○入力できないシステム外字等は、字を置き換えるか、「ひらがな」で入力して
ください。

「髙橋」さんの場合
※「髙」がシステム外字等
→「高橋」と入力します。

「鮱名」さんの場合
※「鮱」がシステム外字等
→「えび名」と入力します。

https://www.harp.lg.jp/public/caution.html
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出願者情報の入力（続き）

○電話番号は必ずハイフン（-）で区切って半角数字で入力してください。

○郵便番号は、半角で入力してください。ハイフン「‐」は不要です。

○郵便番号を入力し、住所検索をクリックすると、住所の一部が自動入力されます。

○自動で入力された住所が漢数字の場合、そのままで構いません。

○住所の続き（丁目、番、号など）を入力し、現住所を完成させてください。このとき、

「丁目」、「番」、「号」などをハイフン（‐）で入力しても構いません。

○アパート・マンションなどの場合は、建物名、部屋番号、○○様方などを正しく入力して

ください。

○住所検索では、「字」などが正しく入力されない場合があります。必要に応じて修正を

してください。

○システム外字等は、字を置き換えてください。ローマ数字（ⅡやⅢなど）はアラビア数字

（２や３など）で入力してください。

あざ



29

○出身（在籍）中学校名を正式名称で
入力してください。（義務教育学校、
中学校に準ずる学校を含む。）

○公立学校の場合、市町村名も必ず
入力してください。

【例】
●●市立（町立、村立）●●中学校

○中等教育学校の前期課程の場合は、
「卒業」を「修了」と読み替えて
ください。

○年月日の「日」がわからない場合
は、卒業月の「末日」を選択して
ください。

出願者情報の入力（続き）
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○高等学校（中等教育学校の後期課程を含む。）に在籍したことがある場合は、学校名
と課程名を入力してください。高等学校等に入学したことがない場合は、選択・入力
する必要はありません。
※課程名：全日制、定時制、通信制、単位制による全日制、単位制による定時制

○特別支援学校に在籍したことがある場合は、学校名と学科名を入力してください。

（1）北海道●●高等学校定時制
（2）北海道▲▲高等学校単位制による定時制
（3）北海道■■高等養護学校クリーニング科

出願者情報の入力（続き）
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保護者等情報の入力

○出願者が成人の場合、保護者等情報は入力不要です。
※成人とは、平成19年（2007年）４月１日以前に出生した者

○保護者等とは、出願者に対して親権を行う者（親権を行う者がいない場合は未成年
後見人）を指します。

○保護者等の間で住所が異なる場合は、出願者の日常の生活が営まれ、生活の本拠と
なっている住所を入力してください。

※保護者等情報の入力は全課程共通となります。

○ｐ27と同様に入力をしてください。

○ｐ27と同様に入力をしてください。
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保護者等情報の入力（続き）

○出願者と保護者の住所が同じ場合、郵便番号欄は空欄にし、住所入力欄に、

「出願者に同じ」と入力してください。

○電話番号、住所の入力についてはｐ28を参考に入力してください。
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その他の入力

○第１希望は必ず選択し、第２希望がない場合は「‐（第２希望なし）」を
選択してください。

○面接指導等実施施設（第１希望、第２希望）は通信制のみ選択。
○入学者選抜における特別な配慮の有無は単位制による定時制のみ選択。

○特別な配慮を希望する場合は、出願手続の前に必ず生徒・保護者から中学校等へ必要
とする配慮について相談してください。

○中学校等と相談の結果、特別な配慮を希望する場合は「有」を選択
してください。
（例 補聴器、拡大鏡、車椅子の使用など）

○詳細については、「特別な配慮を必要とする生徒の出願について」
を参照ください。

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gks/koukounyuusenn.html

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gks/koukounyuusenn.html
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入力する情報は以上となります。
この後、ｐ12の「３－５ 出願情報を「一時保存」する。」から、作業の
続きを行ってください。

その他の入力（続き）

○入力した情報の点検や今後の修正のために、必ず「一時保存」をします。
ここで「一時保存」をしないと、修正の際、全ての情報の入力をはじめか

らすることになります。



全日制課程の「普通教育
を主とする学科」（岩見
沢東高校・釧路湖陵高校
（文理探究科）、大樹高
校（地域探究科）を含
む。）を志望

保護者の住所の存する地
域は、出願先の高校の通
学区域に含まれている。
※「はい」……①へ
「いいえ」…②へ 保護者の住所の存する地域は、次のいず

れかに該当している。
※３級以上のへき地…①へ
通学区域規則別表備考の「道内の
いずれかの高等学校」…②へ
通学区域規則別表備考の「道内のいず
れかの高等学校」以外の高校…③へ
①～③のいずれにも該当しない…④へ

北海道立高等学校通学区域
規則第２条による就学 北海道立高等学校通学区域

規則第４条第１項第１号に
よる就学

北海道立高等学校通学区域
規則第４条第１項第２号に
よる就学

北海道立高等学校通学区域
規則第４条第１項第３号に
よる就学

出願先の高校の募集人員
は、120人以下である。
※「はい」……①へ
「いいえ」…②へ

出願先の高校は石狩学区
にある。
※「はい」……①へ
「いいえ」…②へ

北海道立高等学校通学区域
規則第３条第２号による就
学

北海道立高等学校通学区域
規則第３条第１号による就
学

北海道立高等学校通学区域
規則第３条第３号による就
学

出願先の高校は、おとい
ねっぷ美術工芸高校又は
大空高校である。
※「はい」……①へ
「いいえ」…②へ

入力不要（空欄のまま）

保護者の住所の存する地
域は、出願先の高校の通
学区域に含まれている。
※「はい」……①へ
「いいえ」…②へ

北海道立高等学校通学区域
規則第２条による就学

北海道おといねっぷ美術工
芸高等学校通学区域規則第
４条による就学
又は
大空町立高等学校通学区域
規則第４条による就学

出願先の高校は、知内高
校、奥尻高校、霧多布高
校のいずれかである。
※「はい」……①へ
「いいえ」…②へ

北海道知内高等学校通学区
域規則第４条による就学
又は
北海道奥尻高等学校通学区
域規則第４条による就学
又は
浜中町立高等学校通学区域
規則第４条（仮）による就
学

① ①

①

①

①

①
①

②

②

②

②

②

②

③

④

②

「就学区分」フローチャート

※詳細は、在籍する中学校等にお問い合わせください。

北海道立高等学校通学区域規則第２条による就学
注：通学区域規則別表備考の「左欄に掲げる高等学校への就学に

係る通学区域には、当分の間、同表の当該右欄に掲げる地域
を含むものとする」としているため、第２条を選択する。

全日制課程の「普通教育
を主とする学科」以外の
学科を志望

定時制課程の学科を志望


